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荒金会頭　開式のことば

大川市長　主催者代表挨拶

　

１
月
７
日
、
栃
木
市
・
栃

木
市
議
会
・
当
会
議
所
な
ど

11
団
体
主
催
の
令
和
７
年
新

春
賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
、

県
議
会
議
員
等
の
来
賓
を
は

じ
め
、
各
界
か
ら
の
代
表
者

291
名
が
出
席
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
荒
金
会

頭
が
、「
本
年
は
、
巳
年
の
中

の
〝
乙
巳（
き
の
と
み
）〞
で
、

〝
努
力
を
重
ね
、
物
事
を
安

定
さ
せ
て
い
く
〞
と
の
意
味

合
い
を
持
つ
年
で
あ
り
、
本

市
の
持
続
的
な
発
展
を
目
指

し
、
皆
様
と
と
も
に
努
力
を

重
ね
、
安
定
し
た
一
年
に
し

て
ま
い
り
た
い
。」
と
開
式
の

こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
主
催
者
11
団
体

を
代
表
し
て
大
川
栃
木
市
長

よ
り
、「
昨
年
の
栃
木
シ
テ
ィ

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
念
願

の
Ｊ
３
昇
格
、
エ
イ
ジ
ェ
ッ

ク
硬
式
野
球
部
の
都
市
対
抗

野
球
全
国
大
会
初
勝
利
、
そ

し
て
、
と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
の

開
催
は
地
域
に
勇
気
と
活
力

を
与
え
て
く
れ
た
。
ま
た
、

本
年
は
、
都
賀
総
合
支
所
複

合
化
施
設
の
開
庁
や
流
域
治

水
対
策
事
業
の
推
進
な
ど
、

市
民
が
よ
り
幸
せ
を
実
感
出

来
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
る
。」と
挨
拶
が
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
歓
談
に
入
り
、
栃

木
市
の
発
展
と
互
い
の
活
躍

を
願
い
、賀
詞
を
交
わ
さ
れ
た
。

今月のトピックス

２
Ｐ　
　

令
和
６
年
度
（
前
期
）
主
な
事
業
実
施
状
況

３
Ｐ　
　

確
定
申
告
相
談
会
の
ご
案
内

４
Ｐ　
　
就
活
交
流
会
in
蔵
の
街
・
栃
木
市
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

チ
ラ
シ　

必
見　
「
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
観
光
」

　
　
　
　

調
査
研
究
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
報
告
書

　
　
　
　

経
営
計
画
書
作
成
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

　
　
　
　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

令
和
７
年
新
春
賀
詞
交
歓
会
が
開
催

〜
各
界
代
表
者
が
一
堂
に
集
う
〜

　

１
月
10
日
、
宇
都
宮
市
内

に
お
い
て
、
知
事
と
県
内
商

工
会
議
所
正
副
会
頭
と
の
新

春
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

福
田
知
事
及
び
県
産
業
労

働
観
光
部 

鱒
渕
次
長
、
経

営
支
援
課 

梁
木
課
長
を
来

賓
に
迎
え
、
県
内
商
工
会
議

所
正
副
会
頭
等
56
名
が
参
加

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
栃
木
県
商
工

会
所
連
合
会 

藤
井
会
長
よ

り
、「
県
内
９
つ
の
商
工
会

議
所
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
経
営

者
の
生
の
声
を
国
・
県
・
関

係
機
関
に
届
け
て
ま
い
る
の

で
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。」と
挨
拶
が
さ
れ
た
。

続
い
て
、福
田
知
事
よ
り「
人

口
減
少
問
題
の
克
服
に
向
け
、

働
き
方
改
革
や
持
続
的
賃
上

げ
を
可
能
と
す
る
環
境
整
備

等
を
推
進
し
、
地
域
経
済
の

さ
ら
な
る
発
展
と
好
循
環
に

繋
げ
て
ま
い
る
の
で
、
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。」
と
新
春
の
挨
拶
が
さ

れ
た
。

　

そ
の
後
、
祝
宴
に
入
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
懇
談

し
、
親
交
を
深
め
ら
れ
た
。

令
和
７
年
知
事
と
の
新
春
懇
談
会
に
出
席
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＊令和 6年度　主な事業実施状況（１）＊
　令和６年度は、歴史的な円安の動きや原材料・エネルギー価格の高騰等によるコスト増への対応、構造的な人手
不足と人材確保のための防衛的賃上げなど、企業を取り巻く環境は依然として厳しい状況が続いた１年であった。
　一方、国内においては、観光やイベントの回復など社会活動が復活し、各地で賑わいが創出された。
　当会議所においては、管内事業者に対する各種支援を継続する中、地域振興やブランド力向上を図るための新た
な取り組みを実施した。　

　

東
京
都
心
・
羽
田
空
港
直

通
乗
入
推
進
委
員
会
（
若
菜

秀
夫
委
員
長
）が
、７
月
５
日
、

羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
線
乗
入

へ
の
実
現
を
め
ざ
し
、
栃
木

市
長
・
栃
木
市
議
会
議
長
に

「「
東
武･

Ｊ
Ｒ 

東
京
都
心
・

羽
田
空
港
直
通
電
車
」
の
実

現
に
向
け
た
期
成
同
盟
会
の

発
足
に
関
す
る
要
望
」を
行
っ

た
。
こ
の
要
望
に
よ
り
、
10

月
７
日
に
は
、
東
武
日
光
線

沿
線
の
栃
木
市
・
鹿
沼
市
・

日
光
市
の
自
治
体
が
構
成
員

と
な
っ
た
期
成
同
盟
会
が
設

立
さ
れ
た
。

要望を陳情する推進委員会委員

「
東
京
都
心
・
羽
田
空
港
直
通
電
車
」
の
実
現
に
向
け
た

期
成
同
盟
会
の
発
足
を
要
望

　

出
流
町
で
提
供
さ
れ
て
い
る
「
出
流
そ
ば
」
が
、
栃
木
市
で

初
め
て
と
な
る
「
地
域
団
体
商
標
」
に
登
録
さ
れ
た
。

　

こ
の
登
録
は
、「
出
流
そ
ば
」
の
ブ
ラ
ン
ド
保
護
と
ブ
ラ
ン
ド

力
向
上
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
、
当
会
議
所
が
、
出

流
観
光
会
と
栃
木
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
知
財
総
合
支
援
窓
口

の
３
者
で
連
携
し
出
願
、
昨
年
４
月
に
登
録
と
な
っ
た
。

　

登
録
後
の
７
月
５
日
に
は
、
荒
金
会
頭
と
出
流
観
光
会
々
員

が
、
栃
木
市
長
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

現
在
は
、「
出
流
そ
ば
」

の
地
域
団
体
商
標
カ
ー
ド

を
取
扱
店
舗
で
配
布
し
、

「
出
流
そ
ば
」
を
さ
ら
に
普

及
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
る
。

「出流そば」商標カード

地
域
団
体
商
標
「
出
流
そ
ば
」
栃
木
市
で
初
登
録

　

栃
木
市
商
工
経
済
団
体
連

絡
協
議
会
（
荒
金
憲
一
会
長
）

の
正
副
会
長
が
、
８
月
２
日
、

栃
木
市
長
を
訪
問
し
、「
地
域

経
済
発
展
の
た
め
の
産
業
振

興
施
策
に
関
す
る
要
望
書
」

を
提
出
し
た
。

　

厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く

中
、
地
域
に
根
差
し
た
経
済

団
体
で
あ
る
当
協
議
会
が
、

会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
支
援

制
度
や
支
援
策
の
拡
充
、
雇

用
・
人
材
育
成
対
策
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
等
15
項
目
が
盛
り

込
ま
れ
た
声
を
、
よ
り
一
層

取
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

要
望
し
た
。

正副会長による栃木市長への要望

栃
木
市
商
工
経
済
団
体
連
絡
協
議
会

「
地
域
経
済
発
展
の
た
め
の
産
業
振
興
施
策
推
進
」
を
要
望

　

８
月
４
日
、
巴
波
川
（
幸

橋
橋
周
辺
）
に
お
い
て
、「
鎮

魂
線
香
花
火
・
平
和
祈
願
灯

ろ
う
流
し
」
を
開
催
し
た
。

線
香
花
火
で
は
、
巴
波
川
の

両
岸
に
５
歳
か
ら
小
学
６
年

生
ま
で
の
約
200
名
が
、
線
香

花
火
を
点
火
し
、
川
面
に
美

し
い
光
景
を
映
し
出
し
て
い

た
。
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の

願
い
を
込
め
て
作
成
し
た
灯

ろ
う
を
水
面
に
流
し
た
。
さ

ら
に
、
世
界
平
和
を
祈
願
し

ペ
ン
ラ
イ
ト
を
音
楽
に
合
わ

せ
揺
ら
し
、
会
場
が
一
体
感

に
包
ま
れ
る
フ
ィ
ナ
ー
レ
と

な
っ
た
。

鎮魂線香花火開催風景

「
鎮
魂
線
香
花
火
・
世
界
平
和
祈
願
灯
ろ
う
流
し
」
を
開
催
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当
会
議
所
で
は
、
個
人
の
青
色
申
告
事
業
者
を
対
象
に
、
確
定
申
告
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
の
お
申
し
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
日
・
担
当
税
理
士
（
敬
称
略
）

　

２
月
25
日
（
火
）　
福
島
一
男
・
小
林
由
忠
・
板
倉 

聡

　

２
月
26
日
（
水
）　
松
嶋
央
行・板
倉
克
已・田
上
真
喜
子

　

２
月
27
日
（
木
）　

福
井
重
雄
・
会
田
哲
治

●
時
間　

９
時
〜
12
時
・
13
時
〜
16
時

●
会
場　

栃
木
商
工
会
議
所
４
階 

大
会
議
室

※

１
階
ホ
ー
ル
は
、
栃
木
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場

　

と
な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
ご

　

来
所
く
だ
さ
い
。

　【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所　

℡
23-

３
１
３
１

青
色
申
告
個
人
事
業
者
向
け

　
　「
確
定
申
告
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

青
色
申
告
個
人
事
業
者
向
け

　
　「
確
定
申
告
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

　

当
会
議
所
で
は
、
新
入
社
員
・
若
手
社
員
の
方
々
を
対
象
に
、
円
滑
に

業
務
を
遂
行
す
る
た
め
の
心
構
え
や
柔
軟
な
段
取
り
を
学
ぶ
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
日　
　

時　
　

４
月
16
日
（
水
）　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
会　
　

場　
　

栃
木
商
工
会
議
所
１
階
ホ
ー
ル

●
対　
　

象　
　

新
入
社
員
・
若
手
社
員

●
定　
　

員　
　

30
名
（
先
着
順
）

●
受 

講 

料　
　

会
員
：
無
料　

非
会
員
：
３
千
円

●
申　
　

込　
　

下
記
Ｑ
Ｒ
又
は
、
折
込
チ
ラ
シ
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

中
小
企
業
相
談
所　

℡
23-

３
１
３
１

新
入
社
員
・
若
手
社
員
の

　
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
ご
案
内

新
入
社
員
・
若
手
社
員
の

　
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
ご
案
内

　

１
月
10
日
、
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
基
礎
を
お
さ
え
、
販
売
促
進
や
売
上
拡
大
に
繋
が
る

Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
効
果
的
な
活
用
方
法
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
、
講
師
に
中
小
企
業
診
断
士
の
光
武
晋
一

氏
を
迎
え
、
６
名
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
、
３
Ｃ
（
顧
客
・
競
合
・
自
社
）
分
析
や
顧
客

の
行
動
プ
ロ
セ
ス
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
等
の
役
割
や

連
動
、
成
功
事
例
等
に
つ
い
て
解
説
が
さ
れ
、
今
後
の
経

営
に
活
用
で
き
る
内
容
で
あ
っ
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
販
路
拡
大
＆
売
上
ア
ッ
プ
！

　
　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
用
セ
ミ
ナ
ー 

開
催

　

小
平
翁
の
生
誕
日
で
あ
る
１
月
15
日
、
市
内
に
お
い
て
栃
木
市
と
小
平
浪
平

翁
記
念
会
の
共
催
に
よ
る
、
生
誕
150
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
約

300
名
が
参
加
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
栃
木
市
立
合
戦
場
小
学
校
の
６
年
生
児

童
に
よ
る
研
究
発
表
が
行
わ
れ
、
第
２
部
で
は
、
「
小
平

浪
平
翁
が
遺
し
た
も
の
〜
生
誕
の
地
・
創
業
の
地
の
更
な

る
発
展
に
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
㈱
日
立
製
作
所 

名

誉
顧
問
の
福
山
裕
幸
氏
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、
大

川
秀
子
栃
木
市
長
や
大
川
吉
弘
記
念
会
長
な
ど
関
係
者
が
登

壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
。

栃
木
市
・
小
平
浪
平
翁
記
念
会
　
共
催

　
生
誕
150
年
記
念
　
小
平
浪
平
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

開
催

委
員
会
開
催
報
告

○
第
４
回
東
京
都
心
・
羽
田
空
港
直
通
乗
入
推
進
委
員
会

　

開
催
日　

１
月
21
日
（
火
）　

出
席
者　

５
名

　

協
議
事
項

　
　

⑴
東
京
都
心
・
羽
田
空
港
直
通
乗
入
推
進
委
員
会
の
実
施
事
業
に
つ
い
て

　
　

⑵
東
京
都
心・羽
田
空
港
直
通
電
車
推
進
期
成
同
盟
会
に
対
す
る
提
案
に
つ
い
て

所得税および復興特別所得税・贈与税
  3月17日(月)までに申告・納税
※口座振替の方は4月23日(水)となります。

個人事業者の消費税および地方消費税
  3月31日(月)までに申告・納税
※口座振替の方は4月30日(水)となります。
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専
門
家
相
談
会

◆
金
融
相
談
会

　

日　

時　

２
月
13
日（
木
）

　
　
　
　
　

３
月
13
日（
木
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
日
本
政
策
金
融
公
庫

　
　
　
　
　
佐
野
支
店
国
民
生
活
事
業

◆
経
営
よ
ろ
ず
相
談
会

　

日　

時　

２
月
18
日（
火
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
17
時

　
　
　
　
　

３
月
３
日（
月
）

　
　
　
　
　

３
月
18
日（
火
）

　
　
　
　
　

13
時
〜
17
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

　
　
　
　

  

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

◆
知
的
財
産
権
相
談
会

　

日　

時　

３
月
14
日（
金
）

　
　
　
　
　

13
時
〜
16
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
（
公
財
）栃
木
県

　
　
　
　
　
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

◆
事
業
承
継
相
談
会

　

日　

時　

３
月
25
日（
火
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
栃
木
県
事
業
承
継
・

　
　
　
　
　
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

 

経
営
指
導
員
相
談
会　

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

　

日　

時　

９
時
〜
17
時

　

相
談
員　
当
所
経
営
指
導
員

【
問
い
合
わ
せ
先
】

中
小
企
業
相
談
所

℡
23-

３
１
３
１

企
業
サ
ポ
ー
ト
情
報

　

国
の
施
策
と
し
て
多
く
の
補
助
金
が
創
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
来
年
度
に
公
募
が
見
込
ま
れ
て
い
る
小
規
模

事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
、
概
要
や
申
請
に
必
要
な
経
営
計

画
書
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
す
。
補
助
金
の
申
請
を
考
え
て
い
る
方
は
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

３
月
３
日
（
月
）・
３
月
18
日
（
火
）
10
時
〜
11
時

　
　
　
　
　

※

両
日
と
も
に
同
じ
内
容
に
な
り
ま
す
。

■
受
講
料　

無
料

■
会　

場　

栃
木
商
工
会
議
所
302
会
議
室

■
定　

員　

両
日
と
も
10
名

■
申　

込　

下
記
Ｑ
Ｒ
又
は
、
折
込
チ
ラ
シ

に
よ
り
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
中
小
企
業
相
談
所　

℡
23-

３
１
３
１

就
活
交
流
会
ｉ
ｎ
蔵
の
街

　

大
学
生
や
第
二
新
卒
者
等
の
就
職
希
望
者
と
、
市
内
企
業

の
若
手
社
員
と
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
自
社
の
概
要
や

魅
力
を
求
職
者
に
直
接
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

 

３
月
26
日（
水
）17
時
〜
20
時

■
会
場　

 

栃
木
商
工
会
議
所　
　

■
費
用　

 

１
万
円

■
募
集　

 

20
社　

※

先
着
順

栃
木
市
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
デ
ジ
タ
ル
版
）

　

栃
木
市
内
の
企
業
を
一
堂
に
介
し
た
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

（
デ
ジ
タ
ル
版
）
に
掲
載
す
る
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

企
業
概
要
、
商
品
（
サ
ー
ビ
ス
）、
採
用
情
報
、
採
用
後
の

人
材
育
成
等
の
内
容
を
掲
載
し
、
職
場
の

雰
囲
気
や
魅
力
を
求
職
者
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所　

℡
23-

３
１
３
１

経
営
計
画
書
作
成
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
ご
案
内

経
営
計
画
書
作
成
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
ご
案
内

参
加
企
業
を
募
集

　

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
は
、
金
融
機
関
・
民
間

専
門
家
・
各
種
支
援
機
関
と
連
携
し
「
地
域
全
体
で
の
収
益

力
改
善
、経
営
改
善
、事
業
再
生
、再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
最
大
化
」

を
追
求
す
る
公
的
機
関
で
す
。

　

財
務
上
の
課
題
を
お
持
ち
の
中
小
企
業
の
相
談
に
対
し

て
、
面
談
や
資
料
の
分
析
を
通
し
た
経
営
上
の
問
題
点
の
抽

出
や
具
体
的
な
課
題
の
設
定
・
解
決
に
向
け
た
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
飲
食
業
・
宿
泊
業
等
専
門

窓
口
の
設
置
や
、
栃
木
県
信
用
保
証
協
会
と
の
連
携
支
援
を

よ
り
一
層
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

公
正
中
立
な
公
的
機
関
と
し
て
、中
小
企
業
の
実
態
、ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
幅
広
い
支
援
策
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

お
申
込
み
は
、
事
前
に
電
話
で
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
７
Ｆ
）

℡
０
２
８-

６
１
０-

４
１
１
０

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会

〜
中
小
企
業
の
駆
け
込
み
寺
で
す
〜

申込フォーム

ホームページ

申込フォーム
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栃木税務署からのお知らせ

 

栃
木
市
商
店
会
連
合
会
で

は
、「
バ
イ
ロ
ー
カ
ル
と
ち
ぎ

蔵
の
街
新
春
大
当
り
福
引
」

を
、
３
月
30
日(

日)

ま
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
同
連
合
会
に
加
盟

し
て
い
る
店
舗
を
積
極
的
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
、
地
域

の
商
い
を
育
て
、
地
域
の

価
値
向
上
と
活
性
化
を
目
的

に
毎
年
実
施
し
て
い
る
事
業

で
す
。

　

参
加
方
法
は
、
対
象
店
舗

で
千
円
以
上
の
お
買
物
を
さ

れ
た
方
が
対
象
で
、
応
募
券

又
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ

り
福
引
に
応
募
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

抽
選
で
総
勢
60
名
の
方
々

に
賞
品
が
当
た
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

詳
細
は
、
同
連
合
会
Ｘ

　

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

栃
木
市
商
店
会
連
合
会

　

事
務
局　

　

℡
23-

３
１
３
１

バ
イ
ロ
ー
カ
ル
と
ち
ぎ

蔵
の
街
新
春
大
当
り

福
引
開
催
中
！

所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場を次のとおり開設いたします。
〇期間、申告会場及び対象の方 

○時間
　相談受付：午前８時30分から午後４時まで　相談開始：午前９時から
　●確定申告会場の入場には、次の方法により発行される 入場整理券 が必要です。
　　①国税庁LINE公式アカウントを通じたオンラインでの事前発行
　　②会場で当日配布(午後４時前であっても、入場整理券の配付状況により、
　　　相談受付を終了する場合がありますので、オンラインでの入場整理券の事前発行をお勧めします。）
　●確定申告会場では、マイナンバーカードによる スマホ申告 を基本とした相談体制としております。
　　必ずマイナンバーカードをお持ちください。

・スマートフォン
・マイナンバーカード
・マイナンバーカードのパスワード２つ
　①署名用電子証明書のパスワード(英数字６～16文字)
　②利用者証明用電子証明書のパスワード(数字４桁)
　ID・PWを取得されている方も、マイナンバーカードをお持ちください。

対象の方申告会場期　　間

２月17日(月)～３月17日(月) 栃木商工会議所大ホール
（栃木市片柳町２丁目１番４６号）

全ての方 

(注１) 土、日及び祝日を除きます。 (注２) 上記期間は、栃木税務署庁舎では申告相談を行っておりません。 

※令和７年１月より、申告書控え等への収受日付印の押なつを行わないこととしました。
※確定申告会場では、ご自宅等で作成された申告書の検算(金額の確認など)や書面による申告書の作成はしていません
　ので、e-Tax又は郵送等での提出をお願いします。
※確定申告会場では現金納付の窓口業務は行っておりません。※栃木商工会議所への直接のお問合せはご遠慮ください。

国税庁
LINE公式アカウント

　パスワードを忘れた場合やロックされた
場合の対処法については、公的個人認証
サービスのポータルサイトをご覧ください。

スマホ申告に必要なもの

お問い合わせ先：栃木税務署　℡ 028２(22)0885（自動音声が流れますので「2」の番号を選択してください。）
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青年経営者会NEWS

(6)

「令和６年度臨時総会」 並びに１月例会 「新春懇談会」 を開催「令和６年度臨時総会」 並びに１月例会 「新春懇談会」 を開催

女性経営者会NEWS

FMくらら857 ｢いつも元気に会議所ラジオ」に出演！
　1月28日、FMくらら857栃木商工会議所オリジナルラジオ番組「いつも元気に
会議所ラジオ」に当会堀会長と佐橋副会長、そして、２月２日に開催する「とち
ぎ太鼓まつり」出演者より高校１年生の原さくらさんが出演した。当会が実施
する事業の取り組みや「とちぎ太鼓まつり」のPRを中心にトークを繰り広げた。
　栃木市のさらなる活性化を目指し、また、皆様の期待に応えられるような
活動を展開するための意気込みをマイクを通して伝え、さらにイベントが
成功するよう視聴者に呼びかけた。

　１月20日、荒金会頭をはじめ多くのご来賓をお
招きし、総勢45名参加のもと、「令和６年度 臨時総会
並びに新春懇談会」を開催した。
　臨時総会のはじめに、藤平会長より「令和６年度
スローガンに基づき、ラジオ等による当会のＰＲや蔵の
街サマーフェスタ、政策提言、ローカルファースト、商品
開発など積極的に活動していただいたことに感謝申し
上げる。」と挨拶がされた。続いて議事に入り、令和
７年度役員選任について審議され、松島陵介現副会長
を会長とする役員予定者27名の選任案が承認された。
この承認を受け、令和７年度に向けた活動が開始され、事業計画や予算・委員会
組織等について協議していくこととなる。その後、松島会長予定者より、「YEGの
強みは、多様なバックグラウンドを持つ仲間が集い、共に学び、行動できること。
私たち一人ひとりの挑戦が地域全体の力となり、未来への一歩となる。皆さんと
共に歩み、栃木市の経済的発展を支えていけるよう努力してまいりたい。」と挨拶
がされた。最後に、荒金会頭より「思い立ったらまずは行動に移しましょう。
その先に見えてくるものがある。皆様の若き力に大いに期待する。」との祝辞を
いただいた。
　臨時総会終了後には、新春懇談会が開催され、新春を祝すとともに懇親を深める
機会となった。
　青年経営者会は、本年も会員が一致団結し、商工会議所活動を通して栃木市発展
の礎となるよう邁進してまいりますので、引き続き皆様のご理解とご協力をよろしく
お願いいたします。

ＰＲ委員長　大沢　明日香

令和６年度 第４回役員会開催

　１月15日、第４回役員会を開催した。
　会議は、２月２日に開催する「第１回とちぎ太鼓まつり」の最終協議となり、お申込みいただいた方々に
楽しんでいただき、地域の活性化のため、今後も継続できるようなイベントとなるよう細部にわたり実施に
向けた調整を行った。さらに、これからの活動方針・事業計画についても協議し、2027年度に控える関東
商工会議所女性会連合会栃木大会をはじめ、次の目標に向け、より飛躍するための活発な意見交換がされた。

参加者による集合写真

藤平会長

松島令和7年度会長予定者


